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静岡地学第54号 (1986)

小野間正 ネ

1 まじめに

磐田原台地の西および南には、沖積平野(磐田平野)が広がっている O この平野は、

て形成された谷底平野であるo (図 1) 

本地域における についての報告

は、池田(1964)、小林(1964)、加藤(1966、

1979)、門村 (1971)などがある O

油田 (1964)は、東謡選新幹線工事に

よるボーリング

より

(1964)は、

泥層、③下部穣層とした。加藤 (1966、

1979)は、これまでの研究をもと

JlI平地の形成史

) 11平地 (河 音Z 90 

日1、

20 103 

y.b.p.に形成)

さら ょっ を

(1971) 11 

角チ1¥[

以上述べたように、これま

り上げ、太田川との

磐田原台地 臨~1~4 砂丘

国 1

していること

を論じたもの つ，'-0 
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I1によっ

つ
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においては、遠チ1'[灘沿岸諸平野の地形発達の手はじめとして、今まで論じられることがなかっ

た磐田平野を取り上げ、沖績属の細分と若干のコアサンプルから得られた資料から、この平野の形成

過程を明らかにするものである O 本研究では静岡県地震対策課 (1978)の資料を主として約200本の

ボーリング資料を利用した。
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11平地 ②太田J1 [平地 ③今之浦一大池低湿地に分けられる

地域の地形分類図を鴎2に示す。
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国2 地形分類語(門村ほか 1971) 

は、 ら下流

北約26

11の現汚

れている O

には河道の跡が網状をな

し、きわめて密に分布している O また、

i日河道の両側に自然堤防と後背湿地が

り、麗状地の特色を示しているが、

いる O

~2 km 

め自然堤防がくっつき

ユ。平地

11が南流し、砂丘列北端

にむけ太田川に芹い

沿いに幅 l

につらなる砂州、砂

と接している O

太田n[平地は、太田川沿いの平地で

札天竜Jfl平地と違い、 18河道が少

なし蛇行が発達し、自然堤防が!日河

に沿って幅狭く分布する O 後背湿地

の占める面積が広い地域であるO

今之浦一大池低湿地は、磐田原台地

で、標高2

い。ま この低湿地

の

田原台地の小谷から南流する

I1および、太田)11によって形成さ

に広がる水はけの悪い低湿地

f!は、明瞭な自然堤防を伴わ

!日河道@自然堤防によっ

が囲まれている O

また、遠州灘沿岸には、 2列の砂堤列があり、一列

のせ、他一列はイ方僧Jrl以南の現海岸沿の列である O

2 

を



3 中績震の区分とその特徴

磐田平野で得られたボーリング資料の位置と沖積層地質断面の方向を図3に示す。また、図4 (次

ページ)に沖覆層の地質断面を示す。

国3 ボーリング地点、および地質新語位護国 罰5

布、

下部砂泥層 (LC

れる O

(1) 

15m 

ははっきりしな

(2) 

るO しカ〉し、

には、磐田原穣層を切る谷を埋めた 20mを越える淳さの堆積物がみられ、その上

で 20m、御殿で 21mであり台地を取り菌むように分布する O この窟は N健、分

ると考えられる O

は、堆積物の粒径、 N値などをもとに、下位より沖積賠基底諜層(Bむ層)、沖積

め、

(現C層)、沖積砂諜層 (AG (UC層)に区分さ

50以上の砂穣層で、天竜JI!本流域に分布する O においては

として径 0.5~4 cmの円撲かちなる砂榛層である O

どは不明であるが、最終氷期の海面最低下期に形成された

る と考えられる O こ を国 5に示す。

さをもち、シノレト質砂の部分もあるが、大部分は縮砂~粗砂からな

においてはシルトが大部分を占めている O また、蕗植物や貝殻片を

こともあり、上流へいく つ仁氏婦に擦の割合が多くなる O こ
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最終氷期の海面上昇によって沈水する過程において、扇状地性堆積から三角州性地積へ後退的に移行

したことによって形成された地層であると考えられる O

(3) 沖積中部泥層

中部

布する O

上部の

は、下部砂泥層を被うシル

とする地層でほぼ全域に分

は主に貝殻片を含む摺と、

を含まず腐植物を含む層か

らなる O これらこつの層の境は明瞭でな

いため連続した地層であると考えられる

が、下部の貝殻混じりの層は海進期の

積物であり、上部の腐植物混じりの層は

その後のより淡水の影響の強し

の堆積物であることを示していることか

ら、両層の堆積の開には時間的な差が

あったように忠われる O 本層の厚さは

大で約 9mであるが内陣方へ厚さを減

じる O 天竜}lI沿いでは、小立野あたりで

は砂@シルトであるが池田あたりで砂@

擦が増え、東名高速道路付近で消滅する O

中部泥層の堆積の中心は、今之浦一大池

低湿地から太田JI[低地にかけての地域で

あり、泥騒が発達する O 磐田市二之宮の

図6 沖積砂磯愚上苗等高線図
市民会館では平均海面よりも高い十3.4

mに海成層が堆積している O この堆積物

は縄文海進期のものであると考えられる O また、この海成属中の上部(平均海面十2.38'"'-'2. 98 m)に

は、アカホヤ火山灰(町田@新井1978)が存在する O

(4) 

磯または砂磯からなり、所々にシルトまたは砂のレンズを挟む。河川が河床にそって搬出してきた

砂などの掃流物質の土佐積によってできた三角州前置痛である O この砂擦層は、磐田市中泉と浜部を結

ぶ、線より西側の天竜]11沿に分布する O 今之浦一大地低湿地から太田111平地にかけては、シルトが堆積

する O この層の上面等高線を図 6に示す。

(5) 

泥または砂からなる O 自然堤防の構成層や後背混地の堆積物からなる O 海岸部では砂丘を形成する O

ヰ 磐田平野の形成過程

以上の沖積層の資料をもとに磐田平野の形成過程を推定すると以下に示すようになる O
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田平野の沖積層基底は、天竜川河口で 90m、浜北市小松で-60mに達することが報告されてい

る(小林 1964)0このことは、最大90mの深さの谷がおそらく最終氷期の最大下刻期に形成された

といえる O この谷を埋積するように基底擦窟が堆積するが、その厚さは 15m程度である O この基底礁

により扇状地性の平坦面が形成された(図 5) 0 しかし、磐田原南部に存在する埋没段丘を被

うことはなかった(図 7A)o 

C: 

における
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後氷期の海進において、海域の磐

域は上流からの砂擦の供給がな

は太田川河口から始まる O その理由は、天竜JlI流

し、海域は侵入できない状態であったためであると考えられる O

海域は、太田川河口から磐田原台地南~東部におよんでいると推定できるが、磐田原台地南部の埋没

段丘を被うことはなかった(図 7B)o 

にともない河口部に三角州が形成され、前置痛としての下部砂泥賠が堆積する O しかし

引き続き海面上昇速度が堆積物供給の速度を上田るようになると、三角州は内陸側へ後退し、これに

対応して、中部泥層が堆積する O この海進によって広がった海域は、東名高速道路まで達し、埋没段

を被ってかなりの広さまで速する(図 7C)o中部泥層の淳さは最大で約9mであり、その上部にア

カホヤ火山灰と忠われる火山灰があることから、 6300年前にはほぼ堆積が終了していたと考えられ

る O 当時の海面は、現在より 2~3m 高かったようである O

これ以後、河川からの堆積物の供給により、しだいに埋積が始まる O 沖積砂操層は、扇状地性の

を示すが、その堆積は磐田原西端を南へ延長した線より西側となる O しかしながら今之浦一大池か

ら太田川にかけては、泥層中に貝殻片が存在することから、なお内湾状態、が続いていたと忠われる O

また、海岸部には砂丘が形成され、それが内湾状態を継続させる一要因となった(関 7D)o 

5 おわりに

後氷期

始まり、やがて

し、

本地域に

における

に対応し、 も られる O 海域の侵入は太田川河口部から

まで遠する O その後はゆる

まで低湿地として残る O

カhに

しい。今後は、 と歴史時代

につい る ある O

B 

に終始御指導いただいた。また、ボーリング

になった。記して感謝する O 本研究において昭和 59

59910010) を{吏用しれ甲O

たり、

池田俊雄 (1964)

門村浩 (1971)

加藤芳朗 (1966)

(197ヲ)

(1964) 

(1978) 

町田洋 e (1978)南九州鬼界カルデラから

研究曹 17ヲ 143-163

した広域テアラーアカホヤ火山灰第四紀
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